
●
春
闘
に
つ
い
て
、
定
期
大
会
の
議
論

か
ら
貨
物
会
社
の
ベ
ア
０
を
阻
止
し
て

い
く
こ
と
。
ス
ト
を
配
置
し
て
闘
う
こ

と
を
要
求
す
る
。

組
織
拡
大
～
１
年
間
で
３
名
拡
大
し

た
。
２
名
は
貨
物
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会

社
・
社
員
が
国
労
に
加
入
し
た
。
も
う

一
歩
、
国
労
加
入
を
訴
え
て
い
く
こ
と
。

も
う
一
歩
前
へ
い
っ
て
い
な
い
。
動
き

が
止
ま
っ
て
い
る
。
組
対
会
議
で
は
、

次
の
行
動
が
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。

積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
。
組
対
費

は
必
要
だ
。

労
働
条
件
の
改
善
～
グ
ル
ー
プ
会
社

に
つ
い
て
支
社
交
渉
を
１
回
、
グ
ル
ー

プ
会
社
と
の
交
渉
（
社
長
と
の
話
し
合

い
）
を
実
施
し
た
。
信
州
ロ
ジ
に
つ
い

て
具
体
的
に
取
り
組
み
が
無
い
、
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
。

効
率
化
～
施
策
の
撤
回
は
で
き
な
い

か
。
安
全
・
安
心
な
労
働
環
境
を
求
め

改
善
し
て
い
く
。

平
和
運
動
～
鉄
道
退
職
者
と
連
絡
・

連
携
の
強
化
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
共

闘
、
大
衆
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
。
学
習
会
の
開
催
。
議
員
団
・
家
族

会
と
も
連
携
を
取
っ
て
い
く
。

●
九
州
の
現
状
～
２
０
１
１
年
３
月
新

幹
線
開
通
。
２
０
１
６
年
計
画
で
利
益

３
７
０
０
億
円
を
目
標
。
ひ
と
り
費
用

56
万
円
で
７
つ
星
列
車
が
運
行
し
て
い

る
。
現
場
の
労
働
者
は
不
満
を
多
く
持
っ

て
い
る
。
社
員
の
負
担
が
大
き
い
、
ノ

ル
マ
が
あ
る
。
会
社
の
経
営
に
協
力
し
、

増
収
活
動
に
大
き
な
負
担
、
不
満
が
あ

る
。
国
か
ら
３
８
７
７
億
円
の
基
金
で

１
０
０
億
円
の
利
息
。
税
金
な
ど
軽
減

が
な
け
れ
ば
赤
字
は
緩
和
で
き
な
い
。

無
理
な
株
上
場
だ
。

春
闘
～
４
月
に
消
費
税
が
８
％
に
な

る
。
定
昇
は
半
分
、
ベ
ア
は
０
．
１
万

円
の
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改
善
を
求
め

て
い
く
。

組
織
拡
大
～
組
織
経
験
交
流
会
を
開

催
し
た
。
国
労
加
入
の
訴
え
が
で
き
て

い
な
い
。
定
期
的
な
組
対
会
議
を
開
催

し
全
体
の
活
動
の
中
で
長
崎
に
青
年
が

国
労
加
入
し
た
。
会
社
か
ら
パ
ラ
ハ
ラ

を
受
け
て
国
労
に
相
談
し
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
国
労
加
入
し
た
。
国
労
本
部
の

取
り
組
み
を
広
島
、
長
崎
な
ど
広
範
な

取
り
組
み
を
求
め
る
。

●
春
闘
～
賃
上
げ
に
つ
い
て
上
向
き
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
政
労
使
の
会

談
で
企
業
の
利
益
ア
ッ
プ
の
み
賃
上
げ

対
象
と
す
る
。
内
部
留
保
は
１
０
０
兆

円
あ
る
が
取
り
崩
さ
な
い
。
消
費
税
８

％
に
な
り
社
会
保
障
・
労
働
法
制
改
悪

な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
、
東
京
都
知
事

選
に
宇
都
宮
氏
が
立
候
補
し
た
。
推
薦

を
国
労
本
部
か
ら
も
要
請
。

地
域
か
ら
春
闘
を
闘
う
体
制
・
取
り

組
み
の
強
化
、
全
体
の
結
集
を
求
め
る
。

職
場
、
地
域
か
ら
国
労
が
訴
え
て
い
く
。

ス
ト
の
配
置
、
ゾ
ー
ン
を
決
め
た
取
り

組
み
を
要
請
す
る
。

安
全
問
題
～
札
幌
と
の
交
流
で
意
見

交
換
、
交
流
を
深
め
た
。
安
全
・
安
定

に
つ
い
て
国
の
支
援
が
必
要
だ
、
保
て

な
い
。
JR
北
海
道
は
特
定
の
労
働
組
合

よ
り
だ
。
車
両
の
検
修
体
制
が
正
常
で

な
い
。
安
全
な
車
両
が
出
せ
な
い
状
況

だ
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
～
OB
４
名
は
健
康

手
帳
取
得
の
要
請
を
し
て
い
る
。
申
請

を
し
て
い
る
。
JR
は
デ
ー
タ
ー
を
送
っ

て
い
な
い
。
協
議
し
て
い
な
い
。
関
係

機
関
に
申
し
入
れ
。

組
織
拡
大
～
国
労
加
入
を
訴
え
、
加

入
届
け
を
わ
た
し
て
い
る
。
組
合
の
違

い
が
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

●
福
島
県
と
の
交
流
会
を
、
11
月
22
日

～
23
日
に
開
催
し
２
０
０
名
が
結
集
し

た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
原
発
事
故

が
発
生
し
て
か
ら
２
年
10
ヶ
月
が
経
過

し
た
。
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

処
理
場
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。
放
射

能
に
汚
染
さ
れ
た
街
は
地
震
後
か
ら
、

ま
っ
た
く
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

全
国
の
原
発
を
今
す
ぐ
止
め
る
こ
と
。

平
和
は
戦
争
が
無
い
だ
け
で
な
く
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

安
全
問
題
～
検
修
全
面
外
注
化
に
つ

い
て
、
委
託
会
社
で
問
題
が
発
生
・
入

換
作
業
の
実
施
基
準
が
無
い
。
労
基
署

へ
申
告
。
大
枠
で
は
偽
装
で
は
無
い
が

改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
託
か
ら
JR
へ
戻
す
取
り
組
み
も
進
め

る
。
労
災
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
感

電
事
故
、
死
亡
事
故
も
発
生
、
１
月
14

日
に
団
交
を
申
し
入
れ
た
。
JR
北
海
道

の
安
全
・
安
定
輸
送
の
強
化
を
求
め
て

い
く
。
１
月
５
日
に
春
闘
学
習
交
流
会

を
開
催
し
た
。
賃
金
引
上
げ
に
つ
い
て

産
別
で
闘
う
体
制
を
つ
く
る
。
駅
委
託

化
で
現
場
で
は
年
休
が
取
得
で
き
な
い
。

委
託
先
で
交
渉
を
実
施
。
労
災
に
つ
い

て
分
会
集
会
の
開
催
と
現
場
交
渉
の
実

施
を
進
め
る
。
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放
射
能
問
題
～
新
幹
線
の
車
体
に
つ
い

た
放
射
能
の
除
去
作
業
、
常
磐
線
の
被
爆

車
両
の
対
応
に
つ
い
て
現
場
で
は
マ
ス
ク

防
護
服
を
要
求
し
た
。
作
業
で
は
年
配
者

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
四
国
の
状
況
～
要
員
不
足
・
40
代
の
社

員
が
少
な
い
厳
し
い
実
態
だ
。
事
故
が
発

生
し
て
い
る
。
少
数
で
検
査
な
ど
作
業
を

対
応
し
て
い
る
の
で
余
裕
が
無
い
。
若
手

社
員
の
技
術
継
承
が
進
ん
で
い
な
い
。
関

連
会
社
は
正
社
員
と
し
て
雇
用
し
て
い
な

い
。
低
賃
金
な
の
で
辞
め
て
い
く
。

ワ
ン
マ
ン
乗
務
～
無
人
駅
が
多
く
業
務

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
業
務
拡
大
に
な
っ

て
い
る
。
本
線
運
行
時
に
車
両
の
空
転
や

動
物
と
の
衝
突
な
ど
発
生
。
こ
の
こ
か
ら

安
全
総
点
検
運
動
の
実
施
へ
。
職
場
環
境

を
見
直
し
安
心
し
て
働
い
て
い
け
る
職
場

を
作
っ
て
い
く
。

組
織
拡
大
～
四
国
の
拡
大
行
動
は
不
充

分
だ
。
新
採
対
策
は
や
っ
て
い
る
が
役
員

の
み
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
分
会

長
会
議
を
開
催
し
米
子
地
本
と
交
流
会
を

実
施
し
組
織
拡
大
の
報
告
を
受
け
た
。
入

社
式
行
動
は
新
人
と
の
話
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
レ
ク
な
ど
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る

経
営
状
況
～
JR
北
海
道
と
同
様
だ
。
北

海
道
よ
り
厳
し
い
状
況
だ
。
手
当
の
削
減

や
労
働
条
件
の
悪
化
、
JR
四
国
８
５
５
キ

ロ
の
安
全
を
保
っ
て
い
く
こ
と
。
国
労
と

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

●
地
本
の
運
動
～
駅
か
ら
国
労
加
入
・
33

歳
（
関
連
会
社
）
。
国
労
の
こ
と
を
ず
っ

と
考
え
て
い
た
。
明
る
く
元
気
に
仕
事
を

し
て
い
る
。
組
織
拡
大
か
ら
運
動
に
確
信

を
も
っ
た
。
点
か
ら
線
へ
拡
大
を
進
め
て

い
く
。
職
場
で
ビ
ラ
配
布
を
実
施
し
た
。

組
合
員
が
前
に
出
る
運
動
に
発
展
し
て
い

る
。
一
歩
前
に
出
る
運
動
を
進
め
て
い
く
。

安
全
問
題
～
交
通
政
策
基
本
法
・
公
共

交
通
の
充
実
を
進
め
て
い
く
。
乗
務
員
の

ワ
ン
マ
ン
化
・
無
人
駅
・
リ
ニ
ア
新
幹
線

な
ど
利
用
者
に
負
担
が
増
え
て
い
る
。
利

用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
要
求
、

車
両
の
増
結
、
駅
ホ
ー
ム
の
拡
幅
が
実
現

し
た
。
利
用
者
の
要
望
を
実
現
、
地
域
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
な
ど
国
労
運
動

か
ら
組
織
拡
大
へ
つ
な
げ
て
い
く
。
全
国

展
開
へ
運
動
を
広
め
て
い
く
。
リ
ニ
ア
新

幹
線
は
財
政
負
担
が
大
き
い
。
国
民
的
な

議
論
が
あ
ま
り
無
い
。
国
民
・
労
働
者
の

負
担
が
大
き
い
。

●
JR
北
海
道
で
の
事
故
に
つ
い
て
、
あ
ま

り
発
言
が
無
か
っ
た
が
ど
う
し
て
か
。
現

地
で
の
活
動
、
派
遣
、
専
従
者
な
ど
声
明

の
内
容
に
疑
問
だ
。
国
労
が
現
状
と
方
向

性
に
つ
い
て
の
見
解
は
ど
う
な
の
か
。

春
闘
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
て
取
り

組
む
。
中
央
戦
術
委
員
会
に
マ
ル
投
げ
し

な
い
こ
と
。
貨
物
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
要

請
す
る
。

組
対
費
は
６
月
ま
で
徴
収
す
る
が
７
月

の
全
国
大
会
以
降
は
ど
う
な
る
の
か
。
７

月
分
の
取
り
扱
い
は
？
期
限
を
区
切
っ
て

対
応
す
る
こ
と
。

組
織
拡
大
～
国
労
と
し
て
ど
う
運
動
を

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
目
に
見
え
る
運

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
。
拡
大
は
６
名
だ
っ

た
。
国
労
は
会
社
へ
も
の
が
言
え
る
組
合

だ
。
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
て
い
く
。

安
倍
政
権
～
戦
争
を
さ
せ
る
国
づ
く
り

だ
。
労
働
組
合
が
し
っ
か
り
す
る
こ
と
。

地
本
で
は
交
運
労
協
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
事
務
局
長
を
し
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
ー

の
阻
止
な
ど
大
衆
行
動
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
。

教
宣
活
動
～
国
鉄
新
聞
の
記
事
内
容
に

つ
い
て
編
集
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
国
労
文
化
の
発
行
は
い
つ
か
。

●
JR
北
海
道
の
現
状
～
２
年
前
に
列
車
火

災
・
車
両
の
エ
ン
ジ
ン
故
障
、
貨
物
列
車

の
脱
線
な
ど
や
レ
ー
ル
検
査
数
値
の
改
ざ

ん
な
ど
が
あ
り
、
５
人
解
雇
、
７
人
の
行

政
処
分
が
国
交
省
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
こ

か
ら
の
再
生
は
あ
る
の
か
。
レ
ー
ル
改
ざ

ん
の
原
因
に
つ
い
て
の
解
決
が
無
け
れ
ば

駄
目
だ
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
検
証
が

必
要
だ
。

安
全
問
題
で
会
社
へ
緊
急
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
４
組

合
と
の
合
同
会
議
を
12
月
20
日
に
非
公
式

で
開
催
し
た
。
レ
ー
ル
改
ざ
ん
、
車
両
事

故
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

４
半
期
ご
と
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

団
交
も
申
し
入
れ
問
題
提
起
し
て
い
く
。

組
織
拡
大
～
JR
北
海
道
は
国
労
を
排
除

し
て
い
る
。
懇
親
会
な
ど
。
労
・
労
問
題

が
あ
る
。
新
採
者
対
策
に
つ
い
て
取
り
組

み
に
変
化
が
出
て
き
て
い
る
。
全
体
の
意

思
統
一
を
図
る
た
め
オ
ル
グ
を
展
開
し
ひ

と
り
で
も
多
く
の
仲
間
を
獲
得
し
て
い
く

た
め
拡
大
行
動
を
進
め
て
い
く
。

●
関
連
会
社
の
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い

て
対
策
会
議
を
開
催
し
た
。
ロ
ジ
の
労
働

条
件
改
善
に
つ
い
て
交
渉
す
る
。
交
渉
の

申
し
入
れ
、
支
部
、
分
会
す
べ
て
共
有
化

し
て
い
く
。
関
連
会
社
へ
申
し
入
れ
す
る

と
差
別
さ
れ
る
が
意
思
統
一
し
た
。
貨
物

問
題
に
つ
い
て
共
有
化
を
図
っ
た
。
労
働

条
件
の
改
善
要
求
に
33
名
か
ら
協
力
が
あ
っ

た
。
88
％
の
労
働
者
が
賃
上
げ
要
求
と
手

当
の
改
善
を
要
求
し
て
い
る
。

北
陸
ロ
ジ
～
年
間
休
日
１
０
８
日
、
定

期
昇
給
４
号
、
手
当
の
見
直
し
を
要
求
。

集
会
、
ビ
ラ
配
布
な
ど
情
報
化
を
取
り
組

み
機
関
活
動
が
活
性
化
し
た
。
プ
ロ
パ
ー

社
員
と
の
対
話
を
組
織
的
に
進
め
る
。
国

労
運
動
か
ら
拡
大
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。

春
闘
は
ス
ト
を
配
置
し
た
闘
い
、
ス
ト

で
闘
う
体
制
と
大
衆
行
動
の
強
化
を
進
め

る
。

●
す
べ
て
の
活
動
の
取
り
組
み
を
拡
大
に

結
び
付
け
て
い
く
こ
と
。
最
重
要
課
題
と

し
て
進
め
る
。
組
対
・
交
流
会
の
開
催
で

積
み
重
ね
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
機
関
会
議

の
第
一
の
課
題
は
組
織
拡
大
だ
。

春
闘
は
ス
ト
で
闘
う
体
制
を
。
組
対
費

の
徴
収
廃
止
に
疑
問
。

関
連
会
社
の
組
織
化
に
つ
い
て
組
合
名

に
会
社
名
が
入
っ
て
い
な
い
。
理
解
で
き

な
い
。
JR
連
合
を
考
え
て
い
く
中
で
国
労

の
組
織
体
制
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
こ

と
。
若
い
人
達
へ
の
拡
大
に
責
任
を
持
っ

て
や
る
こ
と
。

編
集
後
記

拡
大
中
央
委
員
会
の
特
集
に
な
り
ま
し

た
。
委
員
の
発
言
は
ま
と
め
て
記
載
し
ま

し
た
の
で
、
後
日
発
行
さ
れ
る
「
国
鉄
新

聞
」
を
御
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

「国鉄新潟」 国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市秋葉区善道町１－１－１ 0250ー24－8336 2014年 2月20日


